
令和元年 第１０回 

厚真町教育委員会会議録 

１ 開会 

    令和元年８月２９日（木）午後２時３０分 

 

２ 閉会 

    令和元年８月２９日（木）午後３時４８分 

    

３ 出席委員の氏名 

    遠藤 秀明  佐藤 泰夫  伴 俊行  長門 茂明  金光 えり 

 

４ 委員及び傍聴人以外の会議出席者氏名 

生涯学習課長 當田 美範  生涯学習課参事 宮下 桂 

【書記】学校教育Ｇ主幹 田中 紀嘉 

 

５ 会議録署名委員の指名 

（ 長門 茂明 ） 

（ 金光 えり ） 

 

６ 教育長報告 

（１）行事参加等の動向                           （資料１） 

【質疑】 

伴委員   ：苫小牧市内の中学校訪問は何校ぐらい行ったのか。 

遠藤教育長  ：基本的には３日間の日程で全校訪問する。しかし今年は公務で都合が合わず、私は１日

だけの訪問となった。２日間は厚真高校校長が単独で訪問した。 

 伴委員   ：訪問した際、中学校の進路指導担当教諭と接触ができているか。 

遠藤教育長  ：対応は校長や教頭が多いが、まれに進路指導担当教諭も入ることがある。 

佐藤委員  ：地震復興特別委員会のメンバーはどういった方か。 

遠藤教育長  ：特別委員会については、議員全員が構成メンバーである。 

 

 



７ 所管報告 

学校教育グループ・学校給食センター 

（１）第１９回小学校英語教育学会北海道大会について（７月２０～２１日）   （資料２） 

（２）学校監査（８月１日、厚真中央小学校・厚真中学校）について        

（３）令和元年度中学生海外派遣研修事業出発式（８月７日、総合福祉センター）及び海外派遣

研修（８月７～１２日、オーストラリア）について            （資料３） 

（４）平成３０年度会計決算審査（８月２１日、監査委員室）について 

（５）英語教育推進委員会第４回連携部会（８月２３日、青少年センター）について（資料４） 

（６）令和元年度第１回厚真町通学路安全推進会議（８月２６日、青少年センター）について 

                                      （資料５） 

（７）第３回小中一貫教育推進委員会（８月２７日、青少年センター）について  （資料６） 

（８）小中一貫教育道内先進地視察（７月２８日、北広島市）について      （資料７） 

（９）第２回厚真町教育委員会外部評価委員会（８月２８日、青少年センター）について       

（資料８） 

（10）８月の校長会議・教頭会議について                   （資料９） 

【質疑】 

伴委員   ：海外派遣事業を１２日に終えてから、これまでに子どもたちの感想を聞く場面があった

と思うが、どんな体験に学び喜んでいたか。 

田中主幹  ：現在、事後研修を２回終えた。昨年と大きく違う点は、現地学校で授業を受講する座学

のような場面を減らし、今回はもともとの研修主旨であるコミュニケーションの場面を

増やし、大学生と街歩きなどを行い、コミュニケーション力とともに現地の歴史や文化

を学んだ。 

伴委員   ：英語学会の発表については、どんな感じだったのか。 

遠藤教育長  ：毎年、厚真町は良い発表を行っている。次年度以降も本町の英語の取り組みを積極的に

発信していきたい。 

田中主幹  ：他の管内の先生からも２組の発表は非常に高い評価を得ていた。 

 

社会教育グループ 

（１）厚真町アウトメディア運動前期実績（情報モラル教室等）         （資料 10） 

（２）「世界の昆虫展」７月 25日（木）～８月 18日（日）青少年センター 

    期間見学者 232人 

（３）夏休み水泳教室 



８月６日（火） 上厚真小児童 28人参加 

８月７日（水） 上厚真小児童 25人参加 

８月８日（木） 中央小児童  42人参加 

８月９日（金） 大雨、気温低下のため中止 

（４）平成30年度会計決算審査（８月21日、監査委員室） 

（５）第 19回集まリンピック ８月 18日（日）かしわ公園野球場 15自治会 575人 

【質疑なし】 

８ 議 案 

議案第１号 平成３１年度使用教科用図書の採択について 

【質疑】 

伴委員    ：ほとんどの教科が、小中の教科書会社が一緒だが、今回は算数、数学が違う。これから

小中一貫教育を行っていく上でどうなのか。９年間のカリキュラムを作成するときに

大丈夫なのか。 

遠藤教育長   ：小中の教科書については、一度採択されれば４年間は原則継続である。もう一つは新学

習指導要領が改正されたときは、それを契機に見直しするということ。本来は、小学

校がH２７～H３０、中学校がH２８～H３１の期間採択されたが来年度は小学校、再来

年度は中学校の指導要領が変わる。今年度については、小学校は１年間延ばした。中

学校も一年間継続した。 

        もう一つは、今回から室蘭地区と合同で調整しようということになった。算数、理科、

音楽にずれがあった。合同で調整した結果、算数だけがこれまで室蘭地区が採用して

いた啓林館となったと報告を受けた。中学校は今年と同じものを継続する。今年度採

択された小学校の教科書を考慮し、来年度の中学校の教科書が採択されるのではない

かと思う。 

金光委員   ：教科書を採択する段階で、現場の先生方の意見は入っていないのか。 

遠藤教育長   ：現場の先生方も入っている調査委員会というものがある。 

金光委員   ：今までの教科書会社と違うという意味では、子どもたちはとまどうので配慮が必要にな

ってくると思う。 

遠藤教育長   ：検定を受けているので、大きな取組の差はないと思う。基本的には出口は一緒である。 

全委員    ：異議なし。 

 

 



９ 協 議 

  （１）教育委員会の活動状況に関する点検・評価について           （資料 11） 

  （２）厚真町まちづくり委員会委員の推薦について 

【質疑なし】 

 

10 その他 

 

11 次回委員会の開催日程 

  ・９月２４日（火） 午後２時３０分（予定） 

 

12 閉会 



厚真町教育委員会会議規則第１８条の規程により署名する 

 

                令和   年   月   日 
 
      教育長 
 
                令和   年   月   日 
 
      署名委員 
 
                令和   年   月   日 

 
   署名委員 
 
                令和   年   月   日 
 
   生涯学習課長（調製） 

 

 


